
平成２４年６月

平成２５・２６年度
川崎市競争入札参加資格審査申請（業者登録）の継続申請のお知らせ

◎提出書類の受付は、原則郵送のみとなります。
◎継続申請用の書類は、８月中旬ごろ川崎市のホームページ内「入札情報かわさ
き」に掲載する予定です。

◎インターネット接続環境がない場合のみ、紙での申請を【平成２４年１０月１日
(月)　～１０月９日(火)】の期間で受付します。紙申請用の書類は、８月中旬から
川崎市役所財政局契約課で販売開始予定です。（７００円･税込み）

　　　　上記の各申請期間を過ぎたものについては、一切受付をしません
　　　ので御注意ください。

　　　　申請にあたっては、必要書類が不足していると、業者登録ができ
　　　ませんので、必要書類の準備はお早めにお願いします。

　　　　平成２５年度の随時申請（平成２７年３月３１日まで有効分）は
　　　平成２５年４月１日（名簿登載は５月１日が最短）から開始します
　　　ので、継続申請を行わないと、平成２５年度における年度当初の契
　　　約の入札に参加できません。（ＷＴＯ案件除く）

平成２５・２６年度競争入札参加資格審査申請(業者登録)の申請期間

〔インターネットでの申請期間〕

〔提出書類の受付期間〕

平成２４年９月３日（月）から９月２８日（金）

平成２４年９月３日（月）から１０月９日（火）必着

　川崎市役所財政局資産管理部契約課

　・委託については　　０４４－２００－２０９０（契約管理係）

　・工事については　　０４４－２００－２０９８（土木契約係）
　　　　　　　　　　　０４４－２００－２１００（建築契約係）

　・物品については　　０４４―２００－２０９１（物品契約係）

問
い
合
わ
せ
先



平成２４年６月からの入札契約制度の見直しについて 

 

川崎市財政局資産管理部契約課 

 

  原則として、ＷＴＯ政府調達協定工事以外の工事については、最低制限価格 

又は低入札価格調査の失格基準を適用し、低入札対策を強化します。 

 

１ 最低制限価格制度の適用範囲を拡大します 

最低制限価格の適用範囲を、予定価格６億円未満の工事からＷＴＯ政府調達協

定工事以外の工事へと拡大します。ただし、「特殊な工事」1は除きます。 

 

２ 最低制限価格を引き上げます 

 設計内訳 現  行 見直し後 

直接工事費 ９５％ 同左 

共通仮設費 ９０％ 同左 

現場管理費 ８０％ 同左 

一般管理費 ３０％ ５０％ 

予定価格比 ７０％～９０％ ８０％～９０％ 

  

３ 低入札価格調査の失格基準を引き上げます 

 設計内訳 現  行 見直し後 

直接工事費 ７５％ ８５％ 

共通仮設費 ７０％ ８１％ 

現場管理費 ７０％ ７２％ 

一般管理費 ３０％ ４５％ 

失格基準設定範囲 
予 定 価 格 ６ 億 円 未 満 の

工事 

ＷＴＯ政府調達協定以外の工

事。ただし、「特殊な工事」は

除く 

  

４ 低入札価格調査を強化します 

  一次下請予定業者からも低価格での契約を強いられていない旨の確認書の提出

を求めます。 

 

 ５ 契約保証金を引き上げます 

低入札価格調査を行った契約の契約保証金１０％を３０％に加増します。 

 

６ 実施時期 

平成２４年６月１日以降の入札公告、指名通知を行う入札から適用します。 

                                                  
1 「特殊な工事」とは、プラント工事、入札時ＶＥ方式、設計施工一括方式及び性能発注

方式による予定価格６億円以上の工事です。  


